





































































死亡総数に占める利用患者数の割合は 23.3%と推計されている。つまり 4人に 1人が利用し、





































維持治療を行わないことの法的責任について不安を抱いていること CSaund巴rson& Redsdale， 
1999)、倫理的に疑問を抱いていること CSolomon，O'Donell， Jenings， Guilfoy， Wolf， Nolan， 









Medical Association， 1992; American Nurses Association Task Force on the Nurse's roles in 
End of Life Decisions， 1992; American College of Physicians Ethics ManuaI， 1992; Soci巴tyof 





われるようになってきている (Asch，Hansen-Flaschen， & Lanken， 1995; No Authors， 1992)。
しかし、実際に行われるようになってきている生命維持治療の差し控えと撤退であるが、未
だ様々な議論が行われている。特に、生命維持治療の差し控えと生命維持治療の撤退が、倫理
的、法的に同ーのものであるかどうかに関する議論はあとを絶たない (e.g.Christakis & Asch， 
1993; Christakis & Asch， 1995; Alpert & Emanuel， 1998; Solomon，巴tal.， 1993; Hamel， Teno， 








(World Health Organization， 1990 武田訳， 1992 p.52) 
このように、生命維持治療を差し控えることと撤退することが倫理的に同等であると述べた
ガイドラインは数多く存在する(巴x.Am巴ricanThoracic Society， 1991; Society of Critical 
Care Medicine Ethics Tasks Force， 1990; The Hasting Cent民 1987;The World Federation 
of Societies of Intensive and Critical Care Medicine， 1992)。しかし、米国で医療従事者を対
象に行った研究によると、多くの医療従事者が生命維持治療の差し控えと撤退に関して、両者



































り、患者とその家族の QOLを向上させるべきである (NationalCouncil for Hospice and 
Specialist Palliative Care Services， 1995)。英国では英国保健省 (UKDepartment of Health) 
























Council for Hospice and Specialist Palliative Car巴Services(1995)による「緩和ケアアプロー
チ」と「専門的緩和ケアサービス」に関する記述を要約する。
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